
戸川諏訪丸遺跡現地見学会 2018年４月 21日（土）実施 

 

今回の見学会では、台地を横断して列状に並んだ、縄文時代後期の陥し穴を中心にご覧い

ただきました。また、秦野市の縄文時代遺跡の理解を深めていただくために、秦野市の職員

による学芸員トーク『秦野市の縄文時代』を実施しました。さらに、秦野地域に特徴的に見

られる富士山噴火災害に伴う宝永火山灰廃棄土坑の体験発掘を行い、災害復興に立ち向か

った江戸時代の人々の苦労に思いをはせてもらいました 

当日は、268名の方々にご参加いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陥し穴の説明                   陥し穴の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

宝永火山灰発掘体験             秦野市職員による学芸員トーク 

 

参加者の声 

◆宝永火山灰の発掘体験がうれしかった。 

◆縄文時代の狩猟生活を知ることができて、食べ物を獲得するためにいろいろ工夫を凝ら

していたことがわかりました。 

◆こんな広いところで発掘をしていて、驚きました。 

◆秦野市の歴史の話が聞けて、興味深かった。 

  

ご参加いただきました皆様、誠にありがとうございました。 


